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活動内容 
──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
 旧東加茂郡旭町が、平成12年に「旭町福祉センターぬくもりの里」を開館。旭町社会福祉協議会が管理、運営の委
託を受ける。それにともないデイサービス事業を開始。また、平成17年度の市町村合併に伴い豊田市となり、「豊田
市老人福祉センターぬくもりの里」と名称が変更される。平成21年度に「地域包括支援センター」が設置。 

 開館当初より「ぬくもり祭」を実施し、毎年旭地区のボランティア団体による出演・出店等の催しがある。また、平成
23年度より「地域に開かれたぬくもりの里」を目指して、名古屋造形大学と提携し、「ぬくもりの里・やさしい美術作戦

事業」を実施。廊下には利用者方の共同で制作した作品や、浴室にはモザイクタイルが展示されており、来館者の目
を楽しませてくれる。さらに、地域の児童、生徒の福祉学習の場ともなっている。 
 平成26年度に開館15周年を記念し、マスコットキャラクター「ぬっくん」が誕生した。「ぬっくん」は、地元住民の多数
の応募作品より選ばれた母子の共同作品であり、チャームポイントのつぶらな黒い瞳で、みんなに元気を与えている。 
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会のモットー（何を大切にしているか） 
──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 

 「ぬくとい旭」を目指した地域づくり、また「豊田市老人福祉センターぬくもりの里」を地域に開かれた施設にしていく
ことに重きを置いている。また、ぬくもりの里デイサービスセンターの利用者方が有意義な一日を過ごすことのできる
施設を目指している。 

 「ぬくもりの里・やさしい美術作戦事業」を展開していく中で、利用者の方たちが協力して美術作品を制作していく過
程が職員と利用者、利用者同士のコミュニケーションとなっている。さらに、出来上がった喜びや自己肯定感を養い、
利用者の能動的な取組みと笑顔につながっている。 

設立から現在に至るまで変化したこと 
──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 

 当初は介護施設というイメージが強かったが、利用者、各世代の地域住民が参加する「ぬくもりの里・やさしい美術
作戦」の取り組みにより、少しずつ当時のイメージを払拭し、地域の福祉拠点施設として認知されつつある。また、こ
の事業を通して、関係機関との連携が密になってきている。 
 なお、平成27年度から、豊田市地域福祉活動計画に基づいて、地域福祉活動の推進に取組んでいる。福祉特派員
制度を創設し、地域住民と顔の見える関係づくり、さらには地域に親しまれる福祉施設となるように努めている。 

連携している団体・専門家・自治体など 
────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
豊田市・交流館・名古屋造形大学・中京大学・地元の小中学校・こども園・地域のボランティア団体等 

山村再生や、その担い手づくりに関わる具体的な活動（例：小仕事づくり、山村・森林資源活用など） 
───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 

 唯一の旭地区福祉拠点施設のスタッフが、より質の高いサービスが提供できるように研鑽し、魅力ある施設となるよ
うに取組んでいる。 
  

キャッチフレーズ 
────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
笑顔と支えあいのまち・ぬくとい旭 （「地域に開かれたぬくもりの里～老いをオープンに～」） 
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老人福祉センターぬくもりの里 

山村再生担い手づくり事例集Ⅲ 取材ノート 



チームオリジナルの質問 
──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 

＜質問内容＞  あさひめくりの制作について。 
＜答え＞     「ぬくもりの里・やさしい美術作戦事業」に関わったスタッフが有志によるチームを立ち上げて検討 
           している取組みである。ぬくもりの里としては、支援、応援していく。  
           あさひめくりとは、旭地区の伝統行事・ことわざ・郷土料理・ならわし等の後世に残したいことを日め 
           くりにまとめる予定である。 

チームオリジナルの質問 
──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
＜質問内容＞  ぬくといという言葉の意味は。 
＜答え＞  あたたかい。 

今後やってみたいこと 
──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
①「笑顔とささえあいのまち、ぬくとい旭」を目指して、地域住民との協働による福祉のまちづくり。 
②豊田市地域福祉活動計画しゃべりカフェぬくもりの充実を図り、地域住民の交流と憩いの場づくり。 
③旭地区高齢者の生きがいとなっている農業の取り組みの充実。農業を通しての都市住民との交流の場づくり。 
 

そのためにはどんな情報・人脈が必要か 
──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
①福祉に関するニーズの把握。地域住民との顔の見える関係づくりを行い、地域福祉に関心のある人材の発掘。 
②地域住民への周知。 
③旭地区の取組み状況と都市住民のニーズの把握とマッチング。関係機関との連携。 
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現在直面している課題 
──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
人材不足・・・介護職員やボランティア等の福祉の担い手の不足。 
社会資源不足・・・福祉施設や医療機関が限られている。 
公共交通の整備が必要となっている。 

写真 

右から二人目が支所長の永井さん、その左が下平さん 

おしゃべりカフェ 
ぬくもり 

モザイク 
タイル 

皆さん楽しそうに過ごされていました 


